
秋田空港の機能拡充についての要望  

 

 旧秋田空港は昭和 3 6 年 1 0 月、秋田市郊外の日本海に面した割山地

内 に 開 港 、 地 方 空 港 の 中 で は 最 も 利 用 率 の 高 い 空 港 と な り ま し た が 、

利 用 客 の 増 加 と 立 地 条 件 の 改 善 を 考 慮 し て 新 空 港 を 建 設 す る こ と に な

り、昭和 5 6 年６月、幅 6 0 ㍍、長さ 2 , 5 0 0 ㍍の滑走路を有する第２

種Ｂ級空港として現在地に開港しました。  

 秋田空港は現在、東京、大阪、関西空港、名古屋、 札幌へ１日 1 1 往

復 の 定 期 便 、 他 に 季 節 に よ っ て 福 岡 便 が 就 航 し 、 平 成 ８ 年 の 利 用 客 は

約 1 4 3 万人にのぼり、国際チャーター便は 1 2 4 便、約２万人を数える

に至りました。  

 こ の た び 、 国 の 第 ７ 次 空 港 整 備 ５ カ 年 計 画 で 滑 走 路 の ３ 千 メ ー ト ル

化が認められ、秋田県では平成 1 1 年度着工を目標に準備を進めている

こ と か ら 、 今 後 さ ら に 航 空 交 通 量 の 増 加 が 見 込 ま れ る こ と は 明 ら か で 、

秋 田 空 港 の 経 済 性 、 利 便 性 の 効 率 化 、 国 際 化 を 求 め る 上 で 、 航 空 管 制

官 の 配 置 と タ ー ミ ナ ル レ ー ダ ー の 設 置 な ど 機 能 の 拡 充 が 必 要 不 可 欠 な

ものと考えられます。  

 以 上 の こ と か ら 、 次 の 施 設 の 設 置 と 運 用 、 機 能 向 上 の 実 現 に つ い て 、

特段のご配慮を賜りたく要望いたします。  

 

［要望事項］  

（１）  航空管制官の配置。  

（２）  飛行場管制業務およびターミナル 管制業務体制の整備。  

（３）  I L S （ I n s t r u m e n t a l  L a n d i n g  S y s t e m 計器着陸方式）

の高カテゴリー化。  

以上  
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